
　公立甲賀病院は、水口町松尾地先への移転が決まり、本年3月25日には、同病院組合議会全員協議会で、新病院の基本
計画の概要が報告されました。基本計画では、平成24年度開院に向けて新しい病院の姿がさらに具体化してきました。
　今月号では、基本計画の概要から新しい公立甲賀病院についてお知らせします。

裾野の広い病院をめざす
　新病院では、21世紀における甲賀保健医療圏の中核病院にふさわしい病院として、市民の健康と安心を守るため、高
度医療、救急医療、がん医療及び災害医療などの機能に加え、近隣病院や関係機関と連携し、保健・医療・福祉（介護）を
一体的に提供する裾野の広い病院をめざしています。
　また、病院組合の構成市である甲賀市、湖南市の財政状況が非常に厳しいことから、開院後の健全運営を達成するた
めにも、建設コストを抑え、病床数を413床と既存病院と同程度とし、延床面積も約31,000㎡、建築費90億円以内とす
ることで、両市の協力を得て移転新築の整備が進められます。

　今年度、公立甲賀病院組合では、新病院の基本設計に基づき
実施設計業務を発注されます。同時に、市も、新病院への来院
車両による周辺道路の混雑を防ぐため、移転地の南側にある
国道1号に新たな進入口となる平面交差点を年度内に設置し、
土山方面、湖南市からのアクセスに備えるとともに、国道307
号を介して、信楽、甲南、甲賀各方面から新病院にアクセスで
きる道路整備を進めます。

公立甲賀病院　新病院準備室　☎ 62-0234　  63-0588
甲賀病院移転準備室　　　　　☎ 65-0661　  63-4554

問い合わせ

公立甲賀病院

新病院の基本計画が決まる

開院時期 平成24年度目標 建 設 地 甲賀市水口町松尾地先 （市有地）

敷地面積 約53,000㎡ 延床面積 約31,000㎡ （約75㎡/1床当り）

主要構造 診療棟 3階建、病棟 5階建、（鉄筋コンクリート造 免震構造）、リニアック棟1階建（鉄筋コンクリー
ト造 耐震構造）、付属棟2階建（鉄骨造 耐震構造）

病 床 数 413床 ： 一般病床（集中治療室、緩和ケア病床、回復期リハビリ病床、結核モデル病床、
　　　　開放型病床、人間ドック病床）、療養病床、感染病床

診療内容
（予定）

内科、神経内科、呼吸器内科、消化器内
科、循環器内科、精神科、小児科、外科、心
臓血管外科、肛門外科、脳神経外科、整形
外科、リウマチ科、皮膚科、形成外科、泌
尿器科、産婦人科、耳鼻咽喉科、リハビリ
テーション科、眼科、放射線科、麻酔科、
歯科、矯正歯科、歯科口腔外科、人工透析
内科、総合診療科、心療内科、乳腺外科、
呼吸器外科

駐車台数 駐車場 1250台（一部立体駐車場）

建 設 費 90億円以内

◆ 新病院基本計画の概要

▲ 新病院完成予想図（南側から）
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平成24年度開院に向けて
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